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グローバル財務戦略研究会
本会合は、業種・業態を超えた事業会社の財務担当部門長やマネジャーが集まり、企業財務をめぐる今日的課題に対する
実践施策の探究を目的に1983年に発足いたしました。
月例会では、ゲストやメンバー企業の時流に即したテーマの講演、そして質疑応答やグループ討議の時間は活発な議論と
本音の意見交換の場として機能しています。
ギブ・アンド・テイクまたオフレコの会ならではの、業種を超えた財務パーソンの、人脈形成と活きた体験やノウハウの
交流を図ることができます。自社の財務部門のマネジメントや、悩み・課題を抱えたときに役立つ財務パーソンのネット
ワーク作りを希求しておられる、熱意ある方々の参加を心からお待ちしております。

開
催
に
あ
た
っ
て

原則として、事業会社の財務、資金、経理部門他の部
門長またはマネジャーの方
（ただし、見識・人格面で会員を代行し得る方の代理
出席をすることができる。）

参
加
対
象

本研究会の参加メンバーは、ギブ・アンド・テイク
をモットーとし、また守秘義務を遵守しながら、主
体的に研究活動の成果向上に努める。

基
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2022年 第39期 メンバー募集のご案内

テーマの決定 メンバーの意見を反映し、最も関心のあるテーマを幹事・事務局で協議の上、適宜設定する。
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※体験参加〔第 1回（7/13）〕は、会合の雰囲気などをご覧いただく為、入会をご検討中の方もご参加いただけます。

第 10回例会
4/20
（木）

東京外国語大学外国語学部卒、仏国立ポンゼ・ショセ国際経営大学院経営学修士、筑波大学大学院企業科学専攻博士課程修了。博士（経営学）
㈱日本長期信用銀行にて国際審査、海外営業等を担当後、ムーディーズジャパン㈱格付けアナリストを経て、㈱コーポレイトディレクション、ブーズ・アレン・アンド・ハミル
トン㈱でパートナーを務める。企業経営と資本市場にかかわる実務、研究及び教育に注力している。一橋大学大学院経営管理研究科特任教授、キリンホールディングス㈱
社外取締役、㈱IHI社外取締役、キユーピー㈱アドバイザリーボード委員、㈱国際協力銀行リスクアドバイザリーボード委員、日本証券業協会規律委員会委員、経済産業省
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会委員等を務める。
著書「格付けはなぜ下がるのか～大倒産時代の信用リスク入門」（日経BP社）、「ファイナンスの理論と実務」（金融財政事情研究会）、「成功するグローバルM&A」（中
央経済社）、「ESG経営を強くするコーポレートガバナンスの実践」（日経BP社）、「サステナブル経営と資本市場」（日本経済新聞社）他多数 

ご
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東京都立大学大学院 経営学研究科教授  松田  千恵子 氏
『サステナブル経営とコーポレートガバナンスの進化』～プライム市場で生き残るためのガバナンスとは?～

7月13日㈬  15：00～17：00  オンライン開催第 １ 回 例 会

1980年京都大学大学院電子工学課程修士課程修了後、専売公社（現JT）へ入社。複数のたばこ工場の現場で製造部門でのキャリアを積み、経営企画部で企業買収案件
や多角化事業におけるクロスボーダーでの提携案件に従事。JT America Inc.社長、財務企画部長、財務責任者（CFO）などを経て、2006年～2011年まで日本、中国以
外のたばこ事業の世界本社であるJT International社（ジュネーブ）の副社長兼副CEOを務める。その間、ギャラハー社買収と統合の指揮を執る。2011年～2018年ま
でJT代表取締役副社長、2014年～2018年 ㈱リクルートホールディングス社外取締役、2018年～2022年 アサヒグループホールディングス㈱社外取締役を歴任。
現在、㈱三菱UFJフィナンシャル・グループ、第一生命ホールディングス㈱、西日本電信電話㈱の社外取締役を務める。また、スタートアップ企業である㈱エクサウィザー
ズ及び㈱オープンエイトの社外取締役や未踏分野に挑戦するベンチャー・キャピタルファンドの顧問、アドバイザーを務め、将来を担う会社の育成にも取り組んでいる。
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（元）日本たばこ産業㈱  代表取締役副社長兼副CEO  新貝  康司 氏
『JTのグローバルM&Aについて』

8月25日㈭  15：00～17：00  オンライン開催第 2 回 例 会

東京大学法科大学院、米国ペンシルベニア大学ロースクール（LL.M., Wharton Business and Law Certificate）。株式・社債の発行など市場を通じた資金
調達のほか、上場企業に対する継続開示のアドバイスに豊富な経験を有する。近時はESGファイナンスやSDGs全般への助言の提供を増やしており、所属事
務所のTCFD提言への賛同表明とTCFDコンソーシアム参加を主導するとともに、ESG・SDGsプラクティスグループを主宰。主な著作に、『エクイティ・フ
ァイナンスの理論と実務〔第3版〕』（2022、共著）、『ESGと商事法務』（2021年、共著）、「早わかりESGトピックス」（旬刊経理情報にて連載中）。
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森・濱田松本法律事務所　パートナー弁護士  田井中  克之 氏
『ESGファイナンスとサステナビリティ開示』

9月15日㈭  15：00～17：00  オンライン開催第 ３ 回 例 会



幹事体制：（順不同・敬称略）
【代表幹事】　
橋 本  勝 則 氏　東京都立大学大学院 経営学研究科特任教授 （前 デュポン㈱ 取締役副社長）

【運営幹事】
　畠 山  英 史 氏　日本製鉄㈱ 財務部財務総括室海外財務課長
　荒　川  　義 氏　三菱重工業㈱ グローバル財務部次長
　齊 藤  裕 司 氏　㈱日立製作所 財務統括本部財務本部資金部資金調査グループ部長代理
　城所  江里香 氏　日本電気㈱ 財務部長
　益　子  　統 氏　アステラス製薬㈱ 財務部長
喜田  健一郎 氏　㈱ベネッセホールディングス 財務部長

【アドバイザー】
　大 田  研 一 氏　㈱ポートフォリア 社外取締役（元 山口大学大学院教授 元 日本電気㈱ 財務部長）

前期（第38期）活動内容
第１回例会　2021年7月8日(木)
「2021～22年の為替相場展望：ポスト・パンデミックの通貨価値を考える」 シティグループ証券㈱ 外国為替本部チーフＦＸストラテジスト高島　 修 氏
第２回例会　2021年8月26日(木)
　「CMS導入 ～成功事例と残念な事例～」 デロイトトーマツコンサルティング合同会社 執行役員 伊藤　 薫 氏
第３回例会　2021年9月16日(木)
　「NECのトレジャリーマネジメントの取り組み」 日本電気㈱ 財務部長 大山 達也 氏
第４回例会　2021年10月14日(木)
「事業会社の格付けに影響を及ぼす主要テーマ」～財務方針、M&A、ESG、国内外での事例紹介～ スタンダード&プアーズ・レーティング・ジャパン㈱ 事業法人格付部主席アナリスト吉村 真木子 氏
第５回例会　2021年11月18日(木)
「財務経理をバリュークリエイターへ進化させる」～富士通のDXプロジェクト“フジトラ”～ 富士通㈱  財務経理本部グループ経営管理部長　益田 良夫 氏
第６回例会　2021年12月9日(木)   ※グループディスカッション
　「2021年末LIBOR廃止対応、為替ヘッジ、配当政策ほか」
第７回例会    2022年1月20日(木)
　「変容する世界の中での財務エグゼクティブとしての”私”をいかに育むか」 IMD  北東アジア代表　高津 尚志 氏
第８回例会    2022年2月17日(木)
　「ピジョンのPVA経営の実践」 ピジョン インディア 社長　山口 善三 氏
第９回例会    2022年3月17日(木)
　「企業価値向上のためCFO組織の役割」 東京都立大学大学院 経営学研究科特任教授　橋本 勝則 氏
第10回例会    2022年4月14日(木)
　「オムロンの企業理念に基づくROIC経営の進化」 オムロン㈱ 取締役執行役員専務CFO兼グローバル戦略本部長　日戸 興史 氏

■お問合せ、お申込先
一般社団法人企業研究会  第1事業グループ
　担当：村野   E-mail：murano@bri.or.jp
TEL：090-6797-1982（直通 村野）

03-5834-3920（代表）
【住所】
〒110-0015 東京都台東区東上野1丁目13-7 ハナブサビル
※お客様の個人情報は、交流会議に関する確認・連絡及び当会主
催のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

■参加費／１名様

※分割払いやお支払い時期など、ご要望がございましたらお気軽
にご相談下さい。

※昨今の事情により今期も合宿研究会は中止となりますが、開催
の際には別途費用をご負担頂きます。予めご了承下さい。

■申込先
当会ホームページhttps://www.bri.or.jp/zaimu/ からお申込み下さい。

正会員 275,000円 一  般 308,000円
（本体価格 250,000円） （本体価格 280,000円）

入会要領および参加費 【事業コード：220017】
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前期（第38期）参加企業
味の素㈱
アステラス製薬㈱
アズビル㈱
大阪ガス㈱
川崎重工業 ㈱

協和キリン㈱
黒崎播磨㈱
清水建設㈱
住友重機械工業㈱
大王製紙㈱

THK㈱
帝人㈱
東洋製罐グループHD㈱
トランス・コスモス㈱
日本製鉄㈱

日本たばこ産業㈱
日本電気㈱
㈱日立製作所
㈱ベネッセホールディングス
㈱ポートフォリア

㈱Mizkan Asset
三菱HCキャピタル㈱
三菱重工業㈱

テーマ例示
1. 経営環境の変動と財務戦略への影響
①コーポレートガバナンス・コード
（CGC）改訂
②プライム市場新設
③金利上昇への対策、マイナス金利
下での工夫

④Fintechによる金融サービスと経
理財務への影響

⑤企業価値向上とESG、SDGsなど
非財務活動の推進

⑥財務（資金）業務に関するAIの活
用、RPAの導入事例

⑦ポストLiborについて

2. 資金調達・運用における実務上の課題
①株主還元策
　～策定に当たっての留意点、株価
との連関～

②流動性リスク、決済リスクへの対応策
③マイナス金利環境下での社債によ
る資金調達
④自社株買いの基準と実施状況
⑤PMIの財務指標の考え方、財務的
な留意事項
⑥有価証券報告書の保有有価証券の
記載について

3. グローバル・グループ財務活動とリスクマネジメント
①アジア新興国でのグローバル
キャッシュマネジメントの最新動向
②海外グループ会社管理の課題と具
体的取り組み事例
　～財務マネジメント、業績評価、地
域統括会社（金融子会社）、外
貨、クロスボーダーによる資金調
達・管理、ネッテング、経営幹部の
登用や本社のコントロール体制
など～

③グローバル、グループ間での資金
再配分（地域、通貨）

4. 財務組織の強化とマネジメント・人材育成
①組織上（グローバル）の位置づけ、
推進組織体制、責任権限、CFOの
役割
②財務業務のアウトソーシング、海外
におけるシェアードサービス体制


